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☆  中心課題は、「環境・脱炭素社会への取組み、情報、デジタル化、 

新たな政策分野、更に国際関係・外交」です。  ☆  

✿ ハロウスクール日本校第 1号を、 

安比高原(岩手県八幡平市)の素晴ら 

しいロケーションに開校しました ✿ 

 

 

 

 

 

 

 

 

ミック・ファーリー (MICK FARLEY)さん 

(ハロウ安比校初代校長。ブリティッシュ・スク

ール・イン・トウキョウの校長（2003年-2009年）、

ハロウバンコク校の校長（2012 年-2019 年）を

歴任。59歳。英国ヨークシャー出身) 

♥ 通訳は同校企画開発部長（取材当時） 

の安立聖子さん ♣ 

相原: 岩手県民があるいは日本人が、目を見張 

り、その成果を期待しておりますハロウ安 

比校がいよいよ 2022 年 8 月にオープンし 

ました。立上げ間もない大忙しの時期に取 

材にご対応いただき、ハロウ校の隅々まで 

ご案内賜り、本当に感謝申し上げます。 

 まず、450 年にわたりリーダーを育成し 

てこられたハロウスクールの優れた点や世 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

界の人材育成に与えた影響等について、どの 

ようにお想いかお伺いします。 

ミック:  基本的なことですが、教育というのは 

生徒に優れた学習機会を与えることだと考え 

ています。ユニバーサルエディケーション、 

理系・文系にわたる普遍的な教育が重要だと 

思います。日本もイギリスも普遍的な教育を 

公的に進めてきたこと、その結果として世界 

に影響を与える優れた人材を生み出してきて 

いると思います。これは日英ともに誇るべき 

点だと思います。 

その中にあって、ハロウ校の特徴は個別の 

ニーズに合った教育を提供できること、生徒 

たちの能力を最大限に引き出すための個別的 

教育を実施していることにあると思います。 

三つの事を通じてそれは達成できておりま 
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す。 

一つ目の特徴としては、先生とその先生 

が採用している教育メソード(方法)の質の 

高さがあります。教師(ビークス)が非常に 

高いレベルの教育を受けていて、それを教 

育に活かしています。教育メソードも生徒 

の最高の能力を引き出すために編み出され 

たもので、しかも常により進歩した最新の 

ものを先取りして提供しています。 

二つ目は全人教育です。学業に加えて、 

人として成長を促す教育システムがあり、 

低年齢の生徒からいろいろな経験を積め 

るように配慮され、年齢が上がるにつれて 

専門的な習得が可能になっています。 

三つめは、非常に忙しい生活を支える仕 

組みも優れている点です。ハウスケア・個 

別ケア、寮長を中心とした生活支援があり 

ます。この環境で生徒たちは伸び伸びと限 

界のないレベルへと成長していきます。  

相原:  日本への立地は、ハロウ安比校が最初 

となりますが、お考えをお伺いします。 

ミック: 自然に囲まれた中で、教育カリキュ 

ラムを展開することが重要です。先生たち 

も恵まれた自然の中で仕事することができ 

ています。教室内だけでなく、外の自然か 

ら学ぶことができるのです。この立地には、 

自助努力だけでなく、岩手県からの協力支 

援があってのことと感謝しています。 

相原: 県・八幡平市との連携協定も既に結ばれ 

ておりますが、地元との具体的な交流など 

をどのようにお考えでしょうか。 

ミック:  地元の松尾中学との交流など、地域 

での活動は生徒にとってとても重要な意味 

を持っています。地域の中でいかに貢献し 

ていくか、それを学ぶことが大切です。他 

の学校とも進めますし、スポーツの面、創 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

造的なアートの面などいろいろな面で交流 

を深めたいと思います。学校だけでなく、他 

の団体、経済団体等も含めた様々な団体との 

交流も進めます。老人ホームへの訪問や農業 

団体の仕事の見学も行い、地域の産業等につ 

いての理解も深めていきたいと考えていま 

す。さらに、音楽や演劇等の分野でも交流を 

進めていきたいと思っています。 

相原: ハロウスクールの価値観である勇気、名 

誉、謙虚、友情についてお伺いします。 

ミック:  ハロウの価値観はハロウの長い歴史の 

中で大切にされ、培われてきたものですが、 

最初からこの四つではありませんでした。ハ 

ロウの教育が変化・進化する中で、この価値 

観も変わってきました。この四つの価値観 

は、生徒そして卒業生が常に立ち返ることの 

できる原点です。世の中に出て、いろいろ悩 

むこともあるでしょうが、この価値観を念頭 

に考えれば、おのずと答えは見えてくること 

と思います。そういった存在としてこの価値 

観はあります。 

相原: 御校は、世界の名門大学に進学する実績 

を挙げておられますが、教育内容のどのよう 

な要素がポイントとお考えですか。 

ミック: 世界の名門大学に行くためには、それぞ 

 

450 年に渡り、リーダーを育成してきた 

ハロウスクールイギリス校 
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れの教科に優れた成績を持つことが第 1 の 

条件です。しかしこれは大学の面接に至る 

ためのプロセスに過ぎず、学業にプラス人 

間力が問われます。その生徒がどういった 

価値をその大学にもたらすことができるの 

か、なぜ、試験官は私を選ぶべきなのかをき 

ちんと説明しないといけません。そのベー 

スになるのが全人教育のプログラムです。 

自分の経験として語ることができることが 

ハロウ校の名門大学への合格者を生む要因 

になっています。 

相原: 全寮制におけるハウスシステム、パスト 

ラルケア(心のケア)について伺います。 

ミック: まずは生徒が安全に安心して健康な 

生活を送ることができることが重要です。寮 

長を中心として生徒の個別的ニーズに応じ 

たサポートをするという仕組みです。自分に 

合ったサポートを受けているということが 

安心感となって、自分の第二の家と捉えるよ 

うになり、自分が愛されているということが 

自信に繋がります。それがないと成績にも現 

れてしまいますので、学業面にとっても重要 

な要素と言えます。 

相原: 岩手や日本の人々にお話したいことな 

どありましたらお伺いしたいと思います。 

ミック: 再び日本に戻り、岩手に来ることがで 

  きてとても光栄に思います。この地に妻と住 

んでいますが、地域の人たちに温かく迎えて 

頂いております。地域が抱えている課題につ 

いても理解したいと考えています。高齢化の 

進展や、広く岩手を見れば東日本大震災から 

の復興途上にあること、経済的にも復興が必 

要であることなど、様々な地域課題があるよ 

うです。それらの課題に対して私達ハロウ校 

が少しでも貢献できればと願っております。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

♥ ♠  安立部長に伺ったハロウ校概要  ♦ ♣ 

❉ 正式名称: ハロウインターナショナルスク 

ール安比ジャパン 

❂  英国の名門私立学校ハロウスクールと岩手 

ホテルアンドリゾートが提携し、2022.8.29 

に岩手県八幡平市安比高原に開校 

❖ 450年の歴史があるハロウスクールの姉妹 

校が日本に進出するのは初めてで、アジアで 

は 10校目。英国の本校では、チャーチル元英 

首相など多くの偉人を輩出している。 

✿ ハロウ安比校では、初年度は中国、シンガ 

ポール、日本など 12カ国から英国の教育制度 

で 7～10年生(日本の小学 6年から中学 3年 

生)の男女約 180人が入学。このうち日本人は 

約 45%となっている。 

  将来的な児童生徒数は 7～13年生(小学 6年 

生～高校 3年生)の約 900人を見込む。全寮 

制。学費は年 900万円前後。 

❀ 勇気、名誉、謙虚、友情の四つの価値観を 

 教育の根幹に掲げる。学業に加えて、全人教 

育に力を入れる。世界の一流大学に進む。世 

界のリーダーとなる人材育成を目指す。 

✵ 校地面積約 10ha、校舎などの延べ床面積 

 25,000㎡。ITを駆使した最先端の教育を受け 

られるイノベーションセンター棟やスポーツ 

棟、寮棟など全 8棟を備える。 
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✿ 再生可能エネルギーや環境対策 

を柱とした地域振興 ✿ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

遠藤 譲一(じょうじ) さん 

(久慈市長(3 期目)、岩手県県南広域振興局北

上総合支局長ほか歴任、久慈市出身） 

 

相原: 遠藤市長さんの環境対策を柱にした地 

域振興施策を是非お伺いしたと参上しま 

した。 ご多忙の中ご対応に感謝します。 

最初に市長選挑戦の経緯を伺います。 

遠藤: 県職員時代に立候補を勧める人があ 

り、当時の現職のやり方ではなく、真面 

目に市民の声を聴き、良いまちづくりが 

できる人材が必要と考えました。大学生 

の息子を含む家族も「後々止めたと言わ 

れたくない」と賛成してくれました。最 

初の挑戦で 53票差で敗れ、まもなく 4年 

かけての全戸回りを始めました。その 4 

年後当選することができました。 

相原: 多選自粛条例を制定されましたが、そ 

のお考えを伺います。 

遠藤: 2014年に初当選したときの公約に掲げ 

ました。歴代の市長が長期となっており、 

「あなたも同じだろう」と言われました。 

長くなると問題を起こす人もある、自分 

は考えが違うと公約にしました。当選後 

すぐに「遠藤市長は 3期までとする」旨 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

を条例化したのです。3選を果たした(無投 

票)今次の市長選では、市長応援派の議員か 

ら 3期での退任を確認する質問をしていた 

だき、改めてその決意を答弁しました。  

相原: 名前の読み方、趣味、家事手伝いのことな 

ど伺います。 

遠藤: 譲一という名を「じょうじ」と読ませる理 

由は不明です。高校部活ではマンドリンを担 

当していましたが、40歳で男声合唱を始め、 

今は妻と混声合唱を趣味としています。みん 

なでハーモニーを合わせることの大切さは、 

人生も仕事も同じです。皿洗いやその他家事 

も積極的に行っています。 

 

♥ ♠  以下質問部分を省略  ♦ ♣ 

● 環境・脱炭素社会への取組み 

♥ 市長就任後、環境省との橋渡しをしてくれる 

人がいて、毎年同省に職員を派遣(1人 2年間) 

しています。環境への取組みが経済活性化にも 

結び付くと考えています。 

当時の菅総理の脱Ｃｏ２政策もピッタリ来 

ました。そうした中、久慈沖が洋上風力発電の 

条件に適合するとの調査結果も出ました。福島 

第一原発の廃炉のことがありましたが、洋上風 

力で原発 1基分に相当する 100万キロワット 

 
 

遠藤市長が

視察した長崎

県五島市の浮

体式洋上風力

発電施設(令

和３年 10月) 
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を、背水の陣で目指したいと考えています。 

● 洋上風力発電事業の実現 

♠ 洋上風力発電は、久慈沖への導入に向け、 

環境省委託事業を活用し、風況や再生可能エ 

ネルギーの地産地消に向けた調査を行って

います。来年度に結果が出ますが、2030年代

の早い時期に久慈沖に立ち上がる構想です。

漁業と重ならないように、浜から 20㎞先に、

浮体式(ケーブルによって岩盤に係留)で設

置します。 

● エタノール実証プラント稼働支援 

♦ 市内侍浜に積水化学工業(株)が、ゴミをガ 

ス化してエタノール(合成アルコール)を製 

造する技術の実証事業を行っています。ゴミ 

の焼却で発生するＣｏ２の削減やプラスチ 

ックゴミ問題の解決(エタノールからプラス 

チックに変換し、資源循環していく)に寄与 

することが期待されます。 

♣ 市では、実証事業に加え産業振興、脱炭素社会 

の実現など様々な領域で連携を図るため、同社 

と相互連携協定を締結したところです。 

● 脱炭素先行地域に選出 

♥ 環境省は昨年(2022)11月に脱炭素先行地域 

第 2 弾を選定しましたが、当市が入りました。

本県では初めてです。 

♠ 具体的には当市山形町で、大規模に発電事業

者が住宅や公共施設の屋根などに太陽光パネル

を設置します。スペースを提供した所有者が発

電した電気を購入しますが、住民等は初期費用

なしにパネルを設置できる利点があります。 

♦ このほか建設予定の大規模風力発電 1 基を地

産地消用として活用しますし、廃棄物処理され

ているバーク(樹皮)を使った木質バイオマス利

用に取り組み、林業振興につなげます。 

 

✿  北方領土のなにが問題 ? ✿ 

 

 

 

 

 

 

 

黒岩 幸子(ゆきこ) さん 

(岩手県立大学特命教授、盛岡市) 

 

相原: 黒岩先生には、前々回の会報・情報誌   

  (2022.7.29第 49号)で「ロシアによるウ 

クライナ侵攻に想う」のお話を頂き、昨 

年(2022)12月には「ウクライナ侵攻が続 

くなかで考える日ロ関係」のご講演を賜 

りました。重ね重ねのご対応・ご指導に 

感謝申し上げます。厚かましいのですが、 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

先生が最近出された標題のご著書の内容につい 

て、概要のお話を頂戴できましたら幸いです。 

黒岩: 昨年 4 月から高等学校の新たな必修科目

として「歴史総合」が導入されました。歴史的な

側面から現在の諸問題を考える科目で、その副

読本シリーズの１冊として拙著が出ました。戦

後 77 年過ぎても未解決の日ロ領土問題の歴史

的経緯を平易に解説して、高校生にその解決を

当事者の立場から考えてもらうことを目指しま 
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した。 

♥ ♠  以下質問部分を省略  ♦ ♣ 

● 日本の北側の国境はどう決まったの ? 

♥ 1855年の江戸幕府とロシアの日露通好条 

約で、千島列島を南北に分けて択捉島とウ 

ルップ島の間に国境線が引かれ、樺太は混 

住の地とされました。 

♠ 1875年の日本とロシアの樺太千島交換条 

約で樺太はロシア領に、ウルップ島以北の千 

島列島は日本領になりました。ただし、先住 

民にとっては理不尽なものでした。 

♦ 日露戦争の結果締結されたポーツマス講 

和条約で、樺太の南半分が日本に割譲されま 

した。 

● 第二次世界大戦で千島はどうなったの ? 

♣ 1945.7.26のポツダム宣言では、千島列島

への言及はなく、連合国が決める形でした。 

♥ 1945.8.9 に日ソ戦争が始まり、8.14 の日

本のポツダム宣言受諾後も、ソ連は戦闘を止

めず、8.31 までには北千島、中千島まで占

領され、南千島は 9.5 までに占領されまし

た。歯舞群島の占領は、9.4～9.5でした。 

♠ 上記の間、1945.9.2に米戦艦ミズーリ号上

で、日本は降伏文書に調印していました。 

● 占領された千島の日本人の運命は ?  

♦ 終戦時の千島列島には、日本軍約 5万人と

民間人約 2万人がいたと推定されます。 

♣ 軍人は、武装解除後、ソ連軍から日本への

帰還を示唆されていましたが、それは嘘で 9

月から 11 月にかけて大半がソ連領に送られ

ました。いわゆるシベリア抑留全体では、約

60万人中、約 6万人が死亡しました。 

♥ 北千島では残っていた定住民間人 18 人と

それ以外の民間人約 1,600 人が約 2 年間の

抑留の後、ほぼ全員が函館に帰還しました。 

♠ 中千島にいたのは軍人だけですが、南千島 

 

に約 1万 7000人いたとされる民間人(実際数不 

詳)のうち、翌年秋までに約 9,400人が根室一帯 

に逃れ、1949年までにほとんどが樺太経由で函 

館に着き、根室一帯に住むようになりました。 

● 日本は千島占領にどのように対応したの ? 

♦ 民間の領土返還運動が起こる中、日本政府は、

現実的目標として、「歯舞群島と色丹島は北海道

の一部」として取り戻す考えをまとめました。 

♣ 1951 年のサンフランシスコ平和条約で千島列

島と南樺太を放棄しましたが、千島列島の範囲

は不明確で、吉田首相は受諾演説で、歯舞・色

丹は北海道の一部であり、択捉・国後は日本開

国のころから日本領土であると述べました。ソ

連は条約に調印せず、領土問題は残りました。 

 

 

 

相原: 終わりに先生からコメント願います。 

黒岩: 日ロ間最大の懸案事項である北方領土問

題ですが、昨年 2 月に始まったロシアによるウ

クライナ侵攻の余波で、日ロ交渉は断絶してい

ます。しかし、隣国同士である日本とロシアは、

いつか交流を再開させて、この難問を解かねば

なりません。その日のために、日ロ双方の立場

を知って準備しておく必要があると思います。 

誌面の関係で、北方領土交渉の進展・行方、

ソ連邦解体後の日ロ関係、「解決策はどこに?」

等に関する記述は割愛します。(編集事務局) 
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                      ❉ このコーナーは、元報道記者 

石杜有慎さん(会員、編集スタッフ)の会報・情報誌テーマに沿った現場取材リポートです。 

◆  揺らぐ国際秩序の中の日本  ◆ 

 

 

 

 

 

 

 

  

 ２度の世界大戦とそれに続く東西冷戦が終

結した後に迎えた２１世紀は、平和を確かな

ものにする新しい世紀になると思われた。し

かし、その希望は２００１年の「９・１１」

テロ、米国によるアフガニスタン侵攻、イラ

ク戦争などであっさり打ち砕かれた。さらに、

昨年２月から続くロシアによるウクライナ侵

攻は、再び２０世紀以前のような戦争の時代

に引き戻されるのかと衝撃を持って受け止め

られた。このまま、世界は不安定さを増して

国際秩序の崩壊へと向かっていくのだろう

か。長く国際報道に携わった及川仁さん 

（６１）＝奥州市出身、現共同通信社映像戦

略推進本部事務局長＝に話をうかがった。 

  特に、ウクライナとロシアの関係は複雑な

歴史があるうえに、米国をはじめとする関係

国の思惑も絡まり、戦争が終結する気配がな

い。最近は停戦交渉の話題すら聞かれなくな

った。もう１年近く続くこの忌まわしい事態

はいつまで続くのだろうか。 

  及川さんは「両国の対話が必要なことは言 

 

 

 

 

 

 

 

うまでもないが、現段階でそれは無理だろ

う」と言う。「プーチン大統領はロシア、ウ

クライナ、ベラルーシの３国は同じスラブ民

族で一体だと考えているが、ゼレンスキー大

統領はそれを容認できない。基本的な共通理

解が成立しない以上、対話が難しいのは当然

だ」。戦闘の激化とともに、両者の溝は深ま

る一方だ。 

これほど後戻りできない事態になってい

たのをわれわれは戦争が始まってから知る

ことになった。ではどこに見落としがあった

のだろう。「２０１４年のクリミア併合の際、

国際社会が甘い対応を取ったことが最大の

失敗だった」と及川さんは指摘する。ウクラ

イナ領であるクリミア半島をロシアは電撃

的に制圧し一方的に併合を宣言した。もちろ

ん各国はロシアを非難し、制裁も行ったが、

今回のウクライナ侵攻ほどではなかった。 

一方のウクライナについても、クリミアを

併合された時とは異なる対応に世界は驚か

された。ロシア支配地域の奪還を目指してこ

れほど頑強に反撃を続けるとは多くの人は

予想しなかったのではないか。及川さんはモ 

  

共同通信社映像 

戦略推進本部 

事務局長 

及川  仁 さん 

※
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スクワ駐在を経験しロシア情勢に精通してい

るほか、ベオグラード、バグダッド支局長な

どを歴任、紛争地域の取材経験も豊富だ。「９・

１１」テロ直後にはアフガニスタン入りし、

カブール空爆を速報するなど一連の報道で、

優れた国際報道に贈られるボーン・上田記念

国際記者賞を受賞した。その及川さんが見て

「停戦に向けての落とし所は全く見えない」

という。プーチン大統領には健康不安説もあ

り、あと何年政権を維持できるのかとの見方

もあるが「それはあくまで『説』の１つに過

ぎず、しばらく政権が倒れることはないだろ

う」とも見る。 

絶望的な状況の中で日本の取るべき道はど

こにあるのだろうか。対ロシア制裁などで米

国やＥＵ諸国と足並みをそろえる日本だが、

「直接的に関与する機会は少なそうだ。むし

ろ中国などの動きを警戒することが必要では

ないか。中国はロシアほど極端な行動を取る

とは考えにくいとはいえ、変な考えを起こさ

せないためプレッシャーを与え続けることが

重要だ」と指摘する。「戦争は始まってしま

った時点で取り返しのつかない事態を招いて

しまう」というのは、取材経験に基づく及川

さんの実感だ。戦争を始めない努力、始めさ

せない努力が何より重要で、あらゆる取り組

みを不断に続けるしかないということだ。 

冷戦時代の旧ソ連の怖いイメージの一方

で、素晴らしい文学、音楽、バレエなどの芸

術を生み出した風土とのギャップに興味を持

ち、早稲田大学でロシア文学を専攻した及川

さんは、ロシアといえば強権政治と戦争にば

かり結びつく現状に「ロシア語やロシアの文

化を学ぼうとする人が少なくなるのでは」と

憂えている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

及川さんから話をうかがった後、いわて未

来政策・政経研究会主催の講演会で、やはり

ロシアの専門家である黒岩幸子岩手県立大

学特命教授の講演「ウクライナ侵攻が続くな

かで考える日ロ関係」を聴いた。そこで強調

されていたのは、日本とロシアに共通する問

題として過去の戦争（第２次世界大戦）に学

んでいないとの指摘だった。「ロシアは独ソ

戦を大祖国戦争と呼んで神聖視し、愛国心発

揚に利用している。日本は１９４５年８月 

１５日で全てが終わったとして、その後まで

続いた日ソ戦の記憶を欠落させたままにし

ている」と述べた。今必要なのは人命を軽視

した過去の歴史を学び、それを繰り返しては

ならないという趣旨であった。 

岸田内閣は新たな安全保障環境に対応す

るためとして、自衛隊の反撃能力を含む大幅

な防衛費の増額とそれに伴う増税を目指し

ているが、反撃といっても、ひとたび他国の

基地を攻撃すれば、それは戦争の開始につな

がる。ロシアによる軍事侵攻、北朝鮮による

ミサイル実験を見れば誰しも歯がゆい思い

だが、軍事的対処の前に日本として外交の場

などでなすべきことはまだまだあるはずだ。

今こそ過去の教訓を学び直し、平和の構築に

必要なことは何かを問い直すべき時だろう。 
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◆  ニシキゴイで東北最高賞に  ◆ 

 

 

 

 

 

 佐藤 信治 

((株)共和開発社長、 

奥州市衣川) 

 

 奥州市衣川生まれ、衣川育ちです。一関市内の

高校の土木科を出て、ダム工事を担当する会社に

入り、5年間工事現場回りをしました。 

 その後、地元(実家)に戻り、父親と同じ建設業

の個人事業主となりましたが、間もなく当時の業

界の流れに沿って会社化し、父親に社長になって

もらいました。他社で会社化祝賀行事に大金を使

う中、当社では行事は行わず、地元村に寄付した

ところです。 

 衣川建設業協会の会長を務める頃、広域合併を

考える会を立ち上げ活動しましたが、最終的には

奥州市合併実現となって結実しました。 

 そろそろ錦鯉との出会いの話をします。20年ほ

ど前、近隣の町に大手スーパー店が開業すること

になり、衣川の商店街の沈没が懸念されました。

何とか人の流れを呼び寄せたいと「衣川まるごと

市場」を主導して立ち上げ、自社の社員も動員し

て奮闘しました。2年目には子供達を呼ぶ企画を

進め、その中で金魚すくいも行ったのですが、金

魚がすぐ死ぬなどうまくいかず、たまたま父が 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

飼っていた鯉に目を付けたのです。 

 独学(インターネットなどで)で始めながら、

先達者のところに出向いたりしましたが、中で

も広島県の先生には何度も足を運びました。 

 現在 11カ所の池で飼育していますが、販売は

少なく、人とのつながりを大事にしてお世話に

なった方に差し上げるとかニシキゴイを見に衣

川に来ていただくことを主目的にしています。 

 錦鯉品評会は、ニシキゴイの体形や色彩、模様

などの美しさを競うものですが、3回目の挑戦で

初めて賞に入りました。東北地区錦鯉品評会で

全体総合優勝、巨鯉総合優勝、壮魚総合優勝の 3

冠を達成することができたのです。全体総合優

勝は出品された全 234匹の最高位となるもので、

長さ 90ｃｍの「大正三色」が選ばれました(注)。 

 衣川の自然や地域を知ってほしいとの想いか

ら、毎年園児 50～60人による鯉の稚魚の放流体

験会を地元公共施設の池で行っています。18 回

程になりますが、体験した園児が学生となり、鯉

を見に訪問してくれた時は感激しました。  

(注) 東北地区錦鯉品評会は、2022.10.22～23に福島県二本松市で開かれました。 
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全体総合優勝に輝

いた「大正三色」 

 

 
園児による鯉稚魚

の放流体験会 
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第 10回目となる「行政機関、政党等に対する政策・意見提言」について、会員か

ら募集してまとめた内容を、書面で事前に役員(理事・監事)協議し、12月 3日の理

事会で決定しました。当日記者発表を行うとともに、その後提言活動を行いました。 

 

     提言項目と要旨は、基本的に会報でお知らせしたとおりです。詳しくお知りにな 

りたい方は事務局までご連絡ください。資料を送付いたします。 

 

年月日 提言先・応対者 提言場所等 いわて未来研出席者 

R4.12.26 県知事、県関係機関の長あて。永井

榮一県南広域振興局長ほか応対 

同局会議室 

(写真は下欄) 

会 長 相原 正明 

理 事 渡辺 清文 

 

R4.12.27    

奥州市長あて。倉成淳奥州市長、副

市長、担当部長ほか応対 

市長応接室

(写真は下欄) 

副会長 千田 敏彦 

理 事 外川 昌子 

理 事 及川 和治 

R5.1 月 

～2 月 

関係大臣、岩手県関係国会議員、市

長会長・町村会長、政党本支部長 

文書送付  

 

    ❂令和 4年 12月 23日 胆江日日新聞「政策提言まとめる―いわて未来研」 

    ❉令和 4年 12月 27日 岩手日日新聞「新型コロナ施策など 11項目」…写真入  

        ❂令和 5年 1月  4日 胆江日日新聞「コロナ対策など県に政策を提言」…写真入 

 

 

 

 

 

     

 

 

 

 

 

 

 

内容 

 

提

言

活

動 

趣

旨 

政策・意見提言活動報告
 

 

報

道 

 

知事あて

提言 

市長あて

提言 
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            6月(土曜日)。奥州市内会場。 

 

       ○1  6月(土曜日。総会開催日)の総会後 

      講師: 政治経済や行政、芸術文化などの分野から検討 

② 12月。奥州市内会場。講師:同上 

 

❂ 年 3回発行。各回ごとに次の中心課題を設定。 

            5月…「産業・経済、情報・デジタル化、新たな政策分野―環境・脱炭素社 

会への取組み、ウイズコロナ・ポストコロナとも関連させて」 

             9月…「ウイズコロナ・ポストコロナ時代の健康・医療・福祉―地球規模で 

見る日本の現状の視点も含めて」 

             1月…「教育・文化・スポーツ・芸術、女性・若者の活躍、高齢者パワーの 

活用、更に国際関係・外交」 

❂ 編集内容等の充実  先進性、斬新さを重視し、更にデザイン、画像の 

工夫を図り、読み応えのある、親しみやすいものを目指す。QRコード 

の活用も図る。ホームページに掲載し、広くピーアール。 

       ❂  配付先の工夫 会員に配付するほか、より多くの人々に会活動をピー 

アールし社会貢献に資するよう、県立図書館、市立図書館等の図書館 

に送付(閲覧用・保存用)するとともに、県や市の政策担当部門、報道機 

関、その他会報・情報誌のテーマに対応した関係者等に配付する。 

 

① 5月及び 9月の会報で会員に呼びかけ、意見等募集→②9月の会報で 

中間報告→③12月の役員会で提言内容と活動手順を確認し、マスコミ発 

表→④12～2月に訪問や文書による提言行動 

 

次代の地域の発展を担う人材の発掘と育成を目的とする政経塾 

を引き続き開設。塾生は随時募集し、奥州市内で実施。 

 

 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

総  会 

講演会 

・意見

交換会 

 

会? 

 

 

         

 

 

 

会報・ 

 

情報誌 

行政機関、政

党 等 へ の 政

策・意見提言 

いわて平成松下

村塾 

令和 5 年度の事業構想(お知らせ)  

(昨年 12 月の理事会で了承されました。正式には 6 月の総会で決定されます。) 

 

各
行
事
と
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
に
万
全
を
期
し
て
行
い
ま
す
。 

 

大きな変更点(2022.12.3 理事会協議)のご説明 

会員の減少による会費収入の漸減が見込まれること及び事務局の高齢化に伴

い活動の軽減を図る必要があることから、R5 年度より次のとおり変更します。 

なお、10 年余の活動の実績やノウハウを生かし、一層の地域貢献に努めます。 

① 会報・情報誌の発行を年 4 回から年 3 回とします。 

② 意見交換会行事を講演会に吸収し、意見交換会の単独開催無しとします。 

 

○1  6月(土曜日。総会開催日)の総会後 

講師: 政治経済や行政、芸術文化などの分野から検討 

② 12月。意見交換会としても実施。奥州市内会場。講師:同上のほか、 

社会で幅広く活躍する人材 
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    令和 5 年 2 月 25日(土)午後 2時 30 分から午後 4 時まで 

    水沢地区センター1階会議室(視聴覚室+研修室…定員 90名の広さを確保) 

(奥州市水沢聖天 85番地 2 電話 0197-23-3165) 

 

講師：岩手県 ILC推進局 特命参事兼 ILC推進監 

高橋 則仁(のりひと) 氏 

    演題: 「ILCプロジェクトが創る岩手の未来」 

 

            編者注 ILC : 国際リニアコライダー  

 

    まず、高橋講師から演題に関して 60分程度お話いただき、その後、 

15分程度会場の出席者との意見交換という形で進めます。 

 

  

 

      

同封の様式により、ファックス、電話等で 2月 20日(月)まで。 

     会員以外の方のご参加も歓迎いたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

これまでの七期で 7 市町村 18 名の塾生

が巣立ちました。1 名が県議、3 名が市議と

して活躍中。 

―随時受け付けます―

日  時 

場 所 

 

意見交

換会 

申込み 

進め方 

 

新型コロ

ナ対策 

・検温の上マスク着用、手指消毒で入場 

・座席は、教室式配置のテーブルに隣同士が適切な間隔で着席 

・演壇付近にアクリル板設置、部屋の複数個所を開けて換気徹底  

意 見 交 換 会 

ご 案 内 


